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民
主
党
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自
動
車
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高
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道
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料
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と
自
動
車
税

SNS-FreeJAPAN とは、政治を語る国民の集いです。政治が自分たちの生活に密接に関係している
ことを認識し、国民同士が学び研鑽していく登録制の政治フォーラムです。インターネットを用
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内部での検討結果は、陳情・請願などの方法で国会に提出したり、このような討議結果として参
加者向けに配布しています。

SNS-FreeJAPAN の説明

民主党 公約の裏側

　

民
主
党
が
打
ち
出
す
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
、「
高
速
道
路
無
料
化
」
と
い
う
政
策

が
あ
る
。
物
流
コ
ス
ト
も
低
減
さ
れ
、
様
々
な
も
の
が
安
く
な
る
だ
ろ
う
。
一
見

す
る
と
大
変
魅
力
的
な
政
策
だ
が
、
同
時
に
疑
問
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。「
高
速

道
路
を
作
っ
た
時
の
借
金
は
ど
う
や
っ
て
返
済
し
て
い
く
の
か
？
」
と
い
う
財
源

の
問
題
だ
。

　

現
行
の
制
度
で
は
、
高
速
道
路
の
利
用
者
が
高
速
道
路
使
用
料
と
い
う
形
で
負

担
を
し
て
い
る
が
、
民
主
党
は
こ
の
借
金
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
し
て
返
済
し
て

い
く
の
か
。
民
主
党
の
菅
代
表(

当
時)

の
発
言
に
よ
る
と
、「
日
本
に
は
現
在

七
千
万
台
の
自
動
車
が
あ
り
、
一
台
に
付
き
五
万
円
課
税
す
れ
ば
三
兆
五
千
億
円

に
な
る
。
料
金
所
も
廃
止
で
き
る
」
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
民
主
党
代
表
の
発
言
に
対
し
出
さ
れ
た
疑
問
と
は
、
利
用
し
な
い
人
ま
で

も
が
高
速
道
路
の
借
金
返
済
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
点
。
そ
も
そ
も
高
速
道
路
が

な
い
県
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
全
く
利
用
し
な
い
人
は
、
負
担
だ

け
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
仮
に
高
速
未
整
備
の
県
を
無
税
に
し
た
場
合
、
そ
の

県
の
ナ
ン
バ
ー
が
全
国
に
氾
濫
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
業
界
が
通
行
料
と
し
て
納
め
て
い
る

莫
大
な
収
入
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。
道
路
補
修
が
滞
れ
ば
、
重
大
事
故
も
懸
念
さ

れ
る
。
そ
の
維
持
費
・
借
金
も
含
め
、
使
用
し
な
い
国
民
ま
で
も
が
負
担
す
る
、

我
々
に
負
担
を
強
い
て
、
特
定
業
界
を
優
遇
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
は
し
な
い
か
。

　

最
大
の
懸
念
事
項
、
そ
れ
は
自
動
車
産
業
の
ダ
メ
ー
ジ
と
、
そ
れ
に
伴
う
国
民
の
痛
み
だ
。
一
台
五
万
円
の
課
税
と
な

っ
た
場
合
、
複
数
台
所
有
が
難
し
い
世
帯
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
手
放
さ
れ
た
膨
大
な
車
た
ち
は
、
中
古
車
相
場
を
破

壊
的
に
押
し
下
げ
て
い
く
だ
ろ
う
。
安
価
良
品
質
の
中
古
車
が
手
に
入
る
状
態
で
、
新
車
が
売
れ
る
だ
ろ
う
か
。
維
持
費

高
騰
も
あ
り
、
一
層
の
「
車
離
れ
」
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
大
打
撃
と
な
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　

バ
ラ
撒
き
と
の
批
判
も
あ
る
が
、
経
済
政
策
に
よ
っ
て
新
車
の
売
れ
行
き
が
な
ん
と
か
底
打
ち
感
を
見
せ
た
。
日
本
の

製
造
業
も
息
を
吹
き
返
し
つ
つ
あ
る
と
聞
く
。
民
主
党
の
政
策
が
「
環
境
優
先
、
産
業
は
後
回
し
。
環
境
面
の
観
点
か
ら

自
動
車
産
業
を
解
体
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
理
解
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
環
境
問
題
も
重
要
な
案
件
な
の
は

否
定
で
き
な
い
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
一
つ
の
産
業
の
崩
壊
、
そ
れ
は
雇
用
と
い
う
形
で
我
々
に
返
っ
て
く
る
。
派
遣
切
り

の
悲
劇
を
、
国
民
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
後
、
波
紋
を
呼
び
そ
う
だ
。（
文
責:

小
坪
慎
也　
　

協
力:KO

さ
ん
）
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